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都市と大学が良い関係を築きつつ、ともに発展するようなまちになってほしい。 

―― 九州大学 総長 有川節夫氏 

 

 

福岡市の成長の歴史的経緯の再認識を 

福岡市が 25 年先のビジョンをもって先に進

んで行こうとする今の試みは素晴らしいこと

だと思います。25 年先を考えるにあたっては、

まずこれまでの歴史を踏まえておくことが必

要です。 

九州大学は今年で創立 100 周年を迎えまし

た。福岡市は一昨年市政 120 周年を迎えまし

たので、福岡市政の初期の頃に、九州大学は全

国で４番目の帝国大学として福岡市に立地し、

福岡市と共に歴史を歩んできたのです。九州帝

国大学の設立が計画されていた頃、熊本や長崎

との誘致合戦がありましたが、地元財界や福岡

県の多大なる努力の結果、最終的に福岡市に九

州大学が立地することになりました。 

福岡市は今日に至るまで、若者が集まり、人

口が増え続け、名実ともに九州の政治経済の中

心都市になってきました。今、九州大学総長の

立場で申し上げると、意外に見過ごされている

のが、九州大学の存在が今の福岡市の繁栄をも

たらした要因のひとつであるということです。

こういった歴史的な経緯や、世界のトップレベ

ルの大学を目指している九州大学に対しては、

それなりの評価をいただいてもいいのではな

いかと思います。 

「良い大学がある都市は栄える」。九州大学

は少なくともこの 10 年近く、福岡市に対して

このようなメッセージを発信し続けてきまし

た。 

私は 10 年近く前にアメリカ東海岸のアイビ

ーリーグを中心にいくつかの大学を訪問しま

したが、いずれの大学の所在都市においても、

都市と大学の間に非常に良い関係が形成され

ていたのに感銘を受けました。市民が、大学を

自分たちの誇りとしていることがひしひしと

伝わってきました。このような、市民が大学の

ことを誇りに思い、頼りにできるような都市と

大学の関係、これが大事なのです。そのために

は、大学自身も学術的に優れた研究を行い、市

民に還元していかなければなりません。そして

都市の側にも、大学とともに取り組んでいける

ことがもっとあるのではないかと思っていま

す。 

 

300 万都市を念頭において考えてみよう 

これからの 25 年、日本という国レベルで見

ると、人口減少や経済規模の縮小などといった、

右肩下がりの未来像が想定されます。その一方
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で、福岡市は当面右肩上がりの状況が続くこと

が予想されています。このことは福岡市の独自

性であり、大きな特徴です。これを大いに活か

して、福岡市を大ブレイクさせるために何をな

すべきかを考えてほしいと思います。具体的に

言うと、福岡市の人口がこれから倍増して、市

単独で 300 万人程度になることを想定して物

事を考えてみてはどうでしょうか。釜山広域市

が約 350 万人の人口を抱えていますので、ア

ジアのリーダー都市を標榜するのであれば、そ

れくらいのスケールを念頭に置いてもいいで

しょう。 

人口の倍増を想定する際、「他の都市や海外

から人口を吸い上げる」というような考え方で

はなく、魅力ある都市づくりをしていく中で

「周囲から自然に人が集まってくる」という状

況を作るという考え方でよいのではないかと

思います。また、長期滞在者が増えるような交

流を増やしたり、引き続き国際会議などのイベ

ントを数多く開催したりしていくことも大切

なことです。 

さて、このように人口が倍になることを想定

すると、なすべきことがいろいろと見えてきま

す。 

例えば、福岡市のインフラは整っていると言

われていますが、人口が倍になることを考える

と、現状のままでの対応は不可能です。特に水

資源の確保は重要な問題になってきます。海水

淡水化の技術をどう広げていくか、また、広域

でどのような水資源管理をしていくかなど、今

後なすべきことが浮かびます。 

また、例えば、大陸のハブ港湾である釜山港

と福岡との交易が倍増することとなるという

前提に立つと、福岡から北九州にかけての港湾

で物流・流通機能を整備しつつ、鉄道もフェリ

ーも活用しながら、近隣地域と一体となって対

応し、その中でも全体をリードしていくという

発想もあっていいのではないでしょうか。 

さらに言えば、アイランドシティに関しても

今は様々な議論がなされていますが、人口が倍

になれば、むしろ土地が足りなくなることを心

配しなければならないかもしれません。 

知識基盤社会の到来という観点でいうと、福

岡市はこれまでも産学連携交流センターや

ISIT などを設置して産官学連携に取り組んで

きましたが、もっと大きな事業に展開していく

ことが必要でしょう。北九州市には市立大学が

ありますが、福岡市にはありません。もし市立

大学を持っていたら投入したであろう資金や

資源を、このような新しい仕掛けに投入してい

く、といった発想があってもいいのではないか

と思います。 

 

九州でリーダーシップを発揮すべき 

行政機関には、どうしても自らの行政の区域

内や所管内で話を収めようとして自己規制を

する傾向があります。福岡市も政令指定都市と

いうこともあって、福岡県や北九州市との関係

で色々と気を使っているのではないでしょう

か。 

けれども私は、勢いのある福岡市こそ、九州

の州都と自認して、主導性を持って、リーダー

シップを発揮してほしいと思っています。例え

ば福岡県は、糸島市に水素タウンを作ったり、

福岡市と北九州市の間で水素ハイウェイを構

想したりしています。福岡市も、もっとこのよ

うな周辺自治体の取り組みに積極的に入り込

んでもいいのではないでしょうか。さまざまな

事業に福岡市が積極的に入ってくれば、福岡県

にとってもさらに良い効果が生まれるのでは

ないかと思います。福岡市と福岡県が良い関係

を作り、周辺の市町村も引っ張っていく、こう

いうことになれば、自治体間の様々な問題も気

にはならなくなっていくのではないでしょう

か。 

「アジアのリーダー都市」を標榜するにあた
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っては、この 10 年で日本と他のアジア諸国と

の立場は大きく変わったことは認識しておく

べきでしょう。過去の日本は、明らかにアジア

諸国をリードしていると言えましたが、ここ数

年のアジア諸国の成長で、近年では「アジアの

リーダー都市」と言うためには、大変な努力が

必要となりました。 

そういう意味では、福岡市は、周辺の市町村

とも十分に連携し、九州においてはリーダーシ

ップを発揮しつつ規模を拡大し、そしてアジア

のリーダー都市になってほしいと思います。ま

た、例えば博多座のような重厚な建築物が中心

部に多く分布するような、見た目にも風格のあ

る都市づくりも、リーダー都市に必要なことで

はないかと思います。 

 

社会システムの変革を考えよう 

大きな事業を展開するためには、技術革新と

ともに社会システムの変革が必要です。例えば、

今般の東日本大震災を目の当たりにして、都市

の防災対策や災害対応は全国各自治体の重要

な課題になっていると思いますが、建築物の耐

震構造、免震構造、新幹線の復旧の早さなど、

今回の大震災でも技術的には十分対応できた

ものもあります。科学技術分野では、規制や基

準が設けられることで、技術的にそれを達成す

るための研究開発等の努力が行われ、たいてい

の場合はこれをクリアしていくものです。むし

ろこれから重要なのは、そういった規制や基準

を含めた社会システムについて考えていかな

ければならないということです。 

災害に対しては、どのようなマージンやバッ

ファを設けるべきかということもあります。そ

れから私は、1,000 年単位で起こるような災害

については、予め対応を考えておくべきではな

いかと思っています。予め想定して必要な投資

を行うのと、実際に災害が起こってから復興に

投資するのと、どちらが経済的かを考えるべき

でしょう。 

福岡市においても、西方沖地震が発生する前

までは「福岡では大きな地震は起きない」とい

う過信がどこかにあったかと思います。九州大

学病院ではちょうど免震構造に建て替えた建

物があって、その部分の被害は皆無だったので

すが、建て替え当初は免震化を疑問視する人も

いたくらいです。九州大学には断層や地震、火

山噴火に関する調査や研究を行っている研究

者がいますが、こういった調査研究の成果を如

何に都市計画に含め、新しい社会システムに反

映させるかは行政の役割ではないでしょうか。 

災害とは違いますが、都市機能の自然との調

和や、都市の持続可能な発展ということに対し

ても、最近では市民の意識が高まってきている

と思います。これも、例えば福岡市においては、

携帯電話の機種交換時に旧機種を回収してリ

サイクルを徹底したりするなど、レアアースを

含めた限りある資源を皆で有効に使っていく

という社会システムを構築することも考えて

はどうでしょうか。アジアのリーダーとなる都

市であるならば、特色のある施策を展開するこ

とも重要な要素だと思います。 

 

具体的な課題を着実に解決していこう 

福岡市が知識集約型の社会を目指すために

は、もっと様々な知的基盤を有する企業や人材

の集積を図る必要があります。このようなこと

を考えた際に、福岡市には個別具体的な課題が

いくつかあり、それらを解決していかなければ

なりません。 

一つは交通問題です。例えば都市内の渋滞で

1 時間仕事が滞るとして、8 人渋滞に巻き込ま

れたなら、それだけで 1 人の１日分の労働時間

が失われる計算になります。交通渋滞は都市の

生産性を著しく低下させるものなのです。福岡

市の都市交通は、山崎市政終盤以降目に見えて

改善されてきたと思いますが、まだ改善の余地
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はあると思います。それから航空便の問題です

が、例えば、福岡空港と佐賀空港とで機能を分

担し、東京に向かう便は福岡空港から、別のあ

る地域に向かう便は佐賀空港を利用するなど

とし、近隣の地域で連携と機能分担を図る取り

組みを考えてもいいのではないでしょうか。 

学術研究都市を目指す九州大学の伊都キャ

ンパス周辺も交通問題を抱えています。ＪＲ九

大学研都市駅から大学に向かう公共交通機関

は現在バスしかありません。箱崎キャンパスか

らの更なる移転を考えると、これでは十分とは

言えません。他の都市の事例も参考にしながら、

LRT（Light Rail Transit）に代表される軌道

交通の設置が必要であると思います。もちろん

大学関係者の利用だけで軌道交通が維持され

るわけではありません。周辺農地の用途転換に

関する規制緩和を行った上で住宅開発を行っ

たり、幹線道路の両脇の開発を進めたりして、

人口を集積することも必要でしょう。また、す

ぐに出来ることとして、西区の区域内の筑肥線

を福岡市営の扱いにしたり、西九州自動車道の

西区の区域内を都市高速の扱いにするなど、も

う少し西区住民に対するサービスを考えても

よいのではないでしょうか。 

次に外国からやってくる人々の受け入れに

ついてです。九州大学ではこれから外国人留学

生の受け入れ数を増やし、2020 年には 3,900

人程度にしようとしています（現在約 1,900

人）。これを受けて、学内では、留学生に対す

るサービスやサポートをワンストップで行う

センターを設置するなど様々な取り組みを進

めています。福岡市にも、アジアのリーダーで

ある国際都市として、外国人留学生や外国人研

究者への対応の強化を進めてほしいと思って

います。一例ですが、廃校になった小学校の跡

地等を使って、市立のインターナショナルスク

ールを開設することは考えられないでしょう

か。このような施設があれば、外国からの留学

生や研究者が安心して福岡に長期滞在できる

ようになると思います。 

九州大学の箱崎キャンパスの跡地利用も喫

緊の課題です。九州大学は、法人化後に意思決

定のスピードが非常に早くなったと言われま

すが、福岡市においてもこれからますますスピ

ード感が求められるでしょう。福岡と釜山の都

市間連携を進める中で、毎年開催されている

「福岡・釜山フォーラム」などに参加した際に、

釜山のスピード感と福岡のスピード感にはか

なりの差があると感じました。アジアのリーダ

ー都市を目指すのであれば、スピード感も重要

な要素の一つになるでしょう。 

 

グローバル企業を育てよう 

福岡は、外から入ってきた人々からよく住み

よい都市と言われますが、単身赴任や転勤で住

むには確かに良い都市でしょう。しかしながら、

それは支店文化であって、福岡市が本当の意味

で大ブレイクするためには、この支店文化から

の脱却も考えなければならないと思います。 

支店文化から脱却するためには、地域限定の

産業の発想のみでは困難で、やはり福岡市内に

本社や本店を置き、グローバルに展開する企業

が増えていくことが必要でしょう。福岡市が勢

いのある 300 万都市になるためにも、勢いの

あるグローバル企業が必要です。フィンランド

の人口は福岡県と同程度の約 500 万人ですが、

NOKIA というグローバル企業があり、教育も

福祉も進んでいて、学ぶに値するものがありま

す。マイクロソフトの本社があるシアトルも、

そういう意味では参考になると思います。 
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